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若
年
層
が
極
右
政
党
支
持

　     

反
難
民
、
反
移
民
高
ま
る

　

Ｅ
Ｕ
（欧
州
連
合
）
は
統
合
60
周
年
の
今
、

大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
加
盟

国
に

「反
Ｅ
Ｕ
」
の
動
き
が
際
立
っ
た
の
を

始
め
、
「
反
移
民
」、
「
反
難
民
」、
英
国

の
離
脱
、
と
大
き
な
懸
案
を
抱
え
た
。

　

ま
た
、
大
衆
扇
動
的
な
右
派
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
の
勢
い
が
台
頭
し
た
こ
と
も
脅
威
だ
っ

た
。
こ
と
に
２
０
１
７
年
10
月
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
国
民
議
会

（
下
院
）
選
で
、
第
一

党
と
な
っ
た
中
道
右
派
の
国
民
党
と
第
三

党
の
極
右
、
自
由
党
が
連
立
政
権
で
合
意

し
た
こ
と
は
、
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
衝
撃
的
と
言

え
た
。
こ
の
政
権
樹
立
で
、
難
民
・
移
民

政
策
を
中
心
に
Ｅ
Ｕ
内
の
軋
轢
が
予
想
さ

れ
、
ま
さ
に
結
成
以
来
の
危
機
に
立
た
さ

れ
た
と
言
え
る
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
連
立
政
権
は
、
Ｅ
Ｕ
の

難
民
受
け
入
れ
分
担
制
へ
の
反
対
な
ど
、

厳
し
い
難
民
・
移
民
政
策
で
共
通
し
て
い
る
。

　

首
相
に
就
任
す
る
国
民
党
の
ク
ル
ツ
党

首
は
、
表
面

「親
Ｅ
Ｕ
」
路
線
の
堅
持
を

表
明
し
て
い
る
も
の
の
、
ユ
ー
ロ
圏
統
合
深

化
な
ど
、
Ｅ
Ｕ
の
権
限
強
化
に
は
批
判
的
で
、

ク
ル
ツ
氏
は

「不
法
移
民
と
戦
い
、
国
内

の
安
全
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
確
保

す
る
」
と
強
調
し
て
い
る
。

　

連
立
に
合
意
し
た
極
右
の
自
民
党
・
シ
ュ

ト
ラ
ッ
ヘ
党
首
は
、
「
美
し
い
祖
国
へ
の
責

任
を
引
き
受
け
る
」
と
そ
の
祖
国
愛
を
強

く
述
べ
て
い
る
。
自
由
党
は
国
防
相
、
外

相
な
ど
の
主
要
ポ
ス
ト
を
占
め
る
一
方
、

Ｅ
Ｕ
政
策
の
所
管
を
外
務
省
か
ら
首
相
官

邸
に
移
す
構
想
な
ど
、
反
Ｅ
Ｕ
色
を
露
骨

に
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
の
交
差
点
、
「
へ
そ
」
と
も
言
わ
れ

る
同
国
の
〝
政
権
異
変
〟
は
、
少
な
く
と

も
Ｅ
Ｕ
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。
ク
ル

ツ
氏
は
31
歳
、
世
界
最
年
少
の
首
相
と
い

う
わ
け
だ
が
、
長
い
間
こ
の
国
を
支
配
し

て
来
た
中
道
左
派
・社
会
民
主
党
と
の〝
馴

れ
合
い
政
治
〟
と
決
別
、
既
存
政
治
に
飽

き
飽
き
し
て
い
た
若
者
の
支
持
を
集
め
た
。

　

「
反
移
民
」
「
反
難
民
」
を
徹
底
し
て

貫
い
て
来
た
極
右
・
自
由
党
と
は
細
部
で

は
温
度
差
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
躍
進

の
影
に
は
若
い
世
代
の
支
持
が
多
か
っ
た
。

　

２
０
１
５
年
の
欧
州
難
民
危
機
で
、
人
口

の
１
％
に
相
当
す
る
９
万
人
の
移
民
・
難

民
が
流
入
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
だ
が
、
背

景
に
は
血
税
で
の
難
民
手
当
て
、
職
を
奪

わ
れ
た
若
年
層
に
よ
り
自
由
党
が
に
わ
か

に
脚
光
を
浴
び
る
結
果
に
な
っ
た
。

　

こ
の
自
由
党
は
、
元
ナ
チ
ス
関
係
者
が

参
加
す
る
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
唱

え
る
政
党
が
起
源
。
移
民
・
難
民
問
題

で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
界
に
第
三
勢
力
と
し

て
の
地
位
を
築
い
た
。
党
は
１
９
８
０
年
代

右
翼
台
頭
、
欧
州
統
合
に
黄
信
号

 　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
出
現
し
た

             

「
反
Ｅ
Ｕ
」
色
政
権
の
〝
憂
鬱
〟

国
際
ア
ナ
リ
ス
ト

　
　

   

甲
斐
正
史

（オーストリア首相府）
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後
半
、
ハ
イ
ダ
ー
党
首
の
下
に
右
傾
化
を

強
め
、
過
激
な
移
民
政
策
と
政
党
批
判
の

不
満
票
を
集
め
た
。

　

他
の
欧
州
諸
国
に
比
べ
、
同
国
は
早
く

か
ら
極
右
勢
力
が
根
づ
い
て
い
た
。
東
欧

の
玄
関
口
に
あ
た
り
、
地
理
的
に
も
極
右

台
頭
の
理
由
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
加
盟
各
国
内
の
右
派
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
の
勢
い
が
収
ま
ら
な
い
事
態
に
対
し
、

今
後
の
Ｅ
Ｕ
の
動
向
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

２
０
１
７
年
12
月
に
開
か
れ
た
２
０
１
７

年
最
後
の
Ｅ
Ｕ
首
脳
会
議

（
サ
ミ
ッ
ト
）

で
一
波
乱
が
予
測
さ
れ
た
が
、
サ
ミ
ッ
ト

は
表
面
い
た
っ
て
冷
静
、
ユ
ー
ロ
を
使
う

国
々
の
統
合
強
化
が
主
議
題
と
な
っ
た
。

Ｅ
Ｕ
離
脱
手
続
き
で
揺
れ
た
英
国
と
の
問

題
で
は
、
離
脱
条
件
を
巡
る
協
議
で
Ｅ
Ｕ

の
ユ
ン
ケ
ル
欧
州
委
員
長
と
英
国
メ
イ
首

相
の
間
で
協
議
、
「
充
分
な
進
展
が
得
ら

れ
た
」
（
Ｅ
Ｕ
本
部
）
と
交
渉
は
次
の
段

階
へ
進
展
し
た
。

　

「
次
の
交
渉
に
野
心
と
創
造
力
を
持
っ

て
臨
み
た
い
」
（メ
イ
英
首
相
）
と
、
２
０

１
９
年
３
月
の
交
渉
期
限
に
向
け
て
合
意

を
得
た
と
言
う
。

　

Ｅ
Ｕ
統
合
は
60
年
前
の
１
９
５
７
年
、
西

独
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
西
欧
６
カ
国
が
ロ
ー
マ

条
約
に
署
名
、
基
礎
を
作
っ
た
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
動
き
は
英
国

以
外
に
は
広
が
っ
て
い
な
い
が
、
欧
州
各
国

で

「反
Ｅ
Ｕ
」
や

「反
移
民
・
反
難
民
」

な
ど
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
勢
力
拡
大
現

象
が
続
い
て
い
る
。

　

２
０
１
７
年
３
月
の
オ
ラ
ン
ダ
総
選
挙
で

は
、
「反
Ｅ
Ｕ
」
「反
移
民
」
を
掲
げ
た
右

翼
・
自
由
党
が
総
選
挙
の
最
後
の
最
後
ま

で
一
党
争
い
を
繰
り
広
げ
た
。
結
果
、
自

由
党
は
第
二
党
ど
ま
り
に
終
わ
っ
た
が
、

議
席
を
大
幅
に
増
や
し
た
。

　

注
目
さ
れ
た
同
年
５
月
の
フ
ラ
ン
ス
大
統

領
選
は
、
右
翼
国
民
戦
線

（
Ｆ
Ｎ
）
の
ル

ペ
ン
党
首
が

「
親
Ｅ
Ｕ
」
の
マ
ク
ロ
ン
氏
に

敗
れ
は
し
た
が
、
決
選
投
票
に
ま
で
進
ん

だ
。
支
持
し
た
の
は
右
翼
だ
け
で
は
な
い
。

仏
大
統
領
選
で
は
格
差
や
反
緊
縮
を
掲

げ
る
左
翼
の
候
補
も
、
若
者
ら
の
支
持
を

集
め
た
。

　

同
年
９
月
の
ド
イ
ツ
総
選
挙
で
は
、
統

合
の
推
進
役
メ
ル
ケ
ル
首
相
率
い
る
キ
リ

ス
ト
教
民
主
同
盟

（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
は
第
一
党

を
保
っ
た
が
、
連
立
を
組
ん
で
い
た
社
会

民
主
党

（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
と
共
に
大
き
く
議
席

を
減
ら
し
て
し
ま
っ
た
。

　

片
や
反
移
民
、
反
イ
ス
ラ
ム
を
唱
え
た

「
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
」
（
Ａ
ｆ
Ｄ
）

が
躍
進
、
第
三
党
に
躍
り
出
た
。
経
済
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
恩
恵
に
浴
し
た
都
市
部
や

技
術
力
の
高
い
地
域
、
そ
こ
に
住
む
若
年

層
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
恩
恵
を
実
感
で

き
な
い
経
済
力
の
弱
い
地
域
、
高
年
齢
者

層
、
低
学
歴
層
と
の
間
に
生
じ
た
大
き
な

格
差
が
深
ま
っ
た
こ
と
が
、
既
成
政
党
の

ポ
イ
ン
ト
を
落
と
す
結
果
に
な
っ
た
。

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
台
頭
続
く

　
　  

　
Ｅ
Ｕ
の
試
練
は
今
年
も

　

ロ
ン
ド
ン
の
著
名
な
教
授
ら
の
調
査
結
果

に
よ
る
も
の
だ
が
、
英
国
の
王
立
国
際
問

題
研
で
も
や
は
り
明
確
に
有
権
者
の

「分

断
」
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
は
昨
年
初
め
、
国
ご
と
に
統
合
の
速

度
の
違
い
を
認
め
る

「
多
速
度
の
欧
州
」

の
構
想
を
打
ち
出
し
た
。
だ
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
統
合
の
牽
引
役
・
ド
イ
ツ
が
、

選
挙
後
の
連
立
交
渉
で
も
た
つ
い
て
し
ま
っ

た
。

　

「
自
分
の
国
で
稼
い
だ
富
を
他
国
に
分

配
す
る
の
か
」
と
ド
イ
ツ
国
内
で
も
批
判

が
噴
出
し
た
。
Ｅ
Ｕ
は
、こ
の
ま
ま
で
は〝
空

中
分
解
〟
す
る
の
で
は
な
い
か
、
の
懸
念

さ
え
出
始
め
て
い
る
。

　

統
合
を
継
続
・
加
速
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
。
行
き
過
ぎ
た
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
歯
止
め
を
か
け
、
一
般
市
民
が

「統

合
の
成
果
」
を
実
感
す
る
こ
と
が
必
要
だ

ろ
う
。

　

ま
た
、
国
別
の
格
差
是
正
も
必
要
だ
ろ

う
。
統
合
の
成
果
が
実
感
で
き
な
い
限
り
、

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
や
保
護
主
義
を
抑
え
こ
む

こ
と
は
不
可
能
だ
。

　

日
本
に
と
っ
て
も
Ｅ
Ｕ
の
危
機
は
大
き
な

打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
Ｅ
Ｕ
の
繁

栄
は
イ
コ
ー
ル
日
本
経
済
の
成
長
に
も
つ

な
が
る
。

　

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
、
保
護
主
義
の
台
頭
は
、

今
年
一
層
顕
著
に
表
れ
る
気
配
だ
。

　

加
盟
国
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
台
頭
は
次
第

に
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は

若
い
層
が

「
Ｅ
Ｕ
」
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
く
な
ど
、
若
い
世
代
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
の
試
練
は
今
年
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う

だ
。

自民党のシュトラッヘ党首

（オーストリア自民党）
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